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地域連携・医療福祉相談室だより 

 

                                    

 

 

 がん化学療法看護認定看護師の宮崎真理と申します。 

がん化学療法看護認定看護師とは、がん薬物療法を受ける患者様に対する援助を専門的に行う看護師です。

がん薬物療法薬は次々と開発されており、それに伴う副作用は様々です。そして、その副作用に対する支持療

法薬も日々開発されています。それらの知識を集結し、がん薬物療法の投与管理及び副作用のモニタリングや

副作用を軽減させる方法を説明・指導し、できるだけ苦痛を少なくして患者様の望む日常生活を過ごせるよう

サポートします。 

近年、がん薬物療法は主に外来（在宅）で行われており、仕事や趣味を継続しながら治療を受けておられま

す。日常生活や仕事・趣味の継続への支障ができるだけ少なくなるように、患者様とともに考え、時にはアド

バイスをすることで治療を完遂できるようお手伝いをさせていただきたいと思っています。 

また、当院で一人のがん関連の認定看護師として、がん患者様の治療選択に対する意思決定支援～手術・治療

～緩和ケアなど、がん全般の身体・精神的ケアを行い、安心して治療を 

受けてもらえるよう日々努力しています。 

お困りごと、ご相談があればお気軽にお声掛けください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護師 宮崎 真里 

１１月９日（土）に京都逓信病院 市民公開講座「おしりの悩み相談会」を当院ロビーにて開催しました。 

８０名近い予想をはるかに超える参加者で関心の高さが伺えました。 

第１部、佐々木医師からは、～便失禁の最新治療～について詳しく解説がありました。続いて徳永医師から

は、～痔核、裂肛、痔瘻、直腸脱の最新治療～について話がありました。 

第２部の相談会では個別に相談を受け付けました。地域の方々や、遠方からもご家族と一緒にご参加いただ

きました。寒い中たくさんのご参加ありがとうございました。 

 

 

 

市民公開講座 

 

 

今月は３階の 

認定看護師の 

紹介です 

徳永医師講演の様子 佐々木医師講演の様子 相談会待合の風景 


